　



























①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・空間における位置関係をとらえることができる。


○既習とつなぐ見方・考え方


・真正面から見た立面図と真上から見た平面図を，もとの立体図形と対応させて観ることができる。


○共同追究でのゆさぶり


・三角柱の展開図を提示し，どこを改善すればよいのか検討する。


○ゆさぶりに対応する経験


・立体と見取図、立体と展開図との関連をつかんでいる。
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≪学習問題≫


投影図で表された立体の展開図を


かきましょう。








≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録
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≪学習問題≫
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②学習課題 : 立面図も平面図も長方形の立体は直方体と言えるだろうか。





②見通し : 立面図も平面図も長方形ということだけで直方体と言えるだろうか。


→　いったん見取図をかいてみれば，展開図をかけそうだ。








１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・直方体の展開図では，底面が平面図，向かい合う一組の側面は底面と垂直に交わっているから，その上下に立面図をかく。





③個人追究 : 投影図の立面図と平面図から見取図をかき，それと関連を図って展開図をかく。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「どの図から高さを読み取ることができるか」


「見取図の底面と側面は，投影図ではどの図に当たるのか」


→「直方体なので，平面図と立面図は垂直に交わっているから立面図から高さが分かる」


「底面は平面図，向かい合う１組の側面は立面図に当たる」





④共同追究後半（思考を深める）


「この投影図は，前時に扱った三角柱を横に倒したものと考えられないか」と問いかけ、三角柱の展開図を提示する。


→「立面図は長方形だけれど，平面図に隠れた辺が点線でかかれていないから三角柱を倒したものじゃない」





⑥定着･活用問題


次の投影図（円柱，円錐）で  (1)             (2)


表された立体の展開図をかき


ましょう。
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＜本時の展開に当たっての留意点＞


・前時の三角柱がどのように投影図に表されたのか平行光線を当てて想起させると共に，投影図の立面図や平面図がどこを照らした影なのか対応を図る学び直しの場を設ける。


・誤答の見取図や展開図を提示し，高さの意味を確認したり，高さが立体模型や投影図，見取図，展開図ではどこに当たるのか対応を図ったりする。同様に底面の縦・横についても，立体模型や投影図，見取図，展開図ではどこに当たるのか対応を図る。





【板書計画】








